
境内解題 

かつての境内には４８社３６堂が建ち並び南谷・北谷には６０００人の僧が住んでいた

とされる。その繁栄の様子は「白山平泉寺境内図」からもうかがえる。現在は本殿・越南知

社・別山社の三社を中心に三ノ宮社・剣ノ宮など往時に比べればその数は少ない。 

堂舎は少なくなったが開祖泰澄大師を祀る泰澄大師廟、女神が降り立ったとされる御手

洗池、南朝の忠臣楠木正成の墓、中世の石畳道が発掘された南谷など見学スポットは多い。

何より観光客が目を奪われるのは境内を覆うコケである。コケを目当てに訪れる観光客も

多い。拝殿の慶長から寛永期（1596～1644）に福井藩主や勝山藩主が寄進した絵馬は市の

指定文化財となっている。同じく宝物館には絵図類始め中世の宝物が所蔵されているがこ

れらは公開される機会は少ない。 


